
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内に挿入される挿入部と、前記挿入部の基端部に設けられた操作部と、前記操作部
から延出する延出チューブとを備えた内視鏡において、

　 前記挿入部及び前記操作部内を挿通
第１の送気管路と、

　 送気装置に連通する第２の送気管路
と、
　

　

　前記操作部の外表面と略同一面かあるいは少なくとも前記外表面より突出して設けられ
、前記第１の送気管路と連通する第１の開口と、
　前記操作部の外表面と略同一面かあるいは少なくとも前記外表面より突出して設けられ
、前記第２の送気管路と連通する第２の開口と、
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　前記挿入部先端部に配設されたノズルと、
　前記操作部に配設され、前記ノズルの送気送水作用を制御する送気送水制御ボタンと、

一端が前記ノズルと接続され、 し、他端が前記送気
送水制御ボタンに接続される

一端が前記送気送水制御ボタンに接続され、他端が

送水タンクに連通され、前記送気送水制御ボタンの状態に応じて前記挿入部先端からの
送水を可能とする送水管路と、

を有し、
　前記送気送水制御ボタンは、

　前記操作部に形成された、前記第１の開口と前記第２の開口とを連通する管路連通部に
おいて、前記第１の開口と前記第２の開口とを連通する第１の位置と前記第１の開口と前



　

ことを特徴とする内視鏡
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、送気送水を行う送気送水機構を改良した内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、内視鏡の送気送水機構は、送気及び送水管路が接続されたシリンダと、このシリン
ダに嵌合する送気送水ボタンとを備え、送気管路と連通した送気送水ボタンのリーク孔を
塞いだり、送気送水ボタンの押し込みによって送気管路を塞ぐことにより、送気送水の制
御を行っていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記の従来構造におけるシリンダは、筒状のものに送気及び送水管路を接
続して構成するので、その構造が複雑となり、且つ、シリンダが大きくならざるを得ず、
それにより内視鏡操作部自体も大きくなるという問題がある。また、シリンダは、その形
状が筒状であるので、その底部等に洗浄具等が到達しにくい、水当たりが悪い等により洗
浄を行うのに時間がかかるという問題もある。さらに、シリンダの内径は、一般的に送気
及び送水管路の内径に比べてかなり大きいので、送気及び送水管路に洗浄水を流したとき
等は、管路内径の変化に伴い、流速・水圧等も部分的に変化してしまうので、洗浄効果が
万遍なく行き渡らない虞がある。
【０００４】
本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、簡単な構成の小型軽量で、且つ洗浄効
率の優れた送気送水機構を備えた内視鏡を提供することを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明の内視鏡は、管腔内に挿入される挿入部と、前記挿入部の基端部に設けられた操
作部と、前記操作部から延出する延出チューブとを備えた内視鏡において、

前記挿入部及び前記操作部内を
挿通 第１の送気管路と、

送気装置に連通する第２の送気管路と、

前記操作部の外表面と略同一面かあ
るいは少なくとも前記外表面より突出して設けられ、前記第１の送気管路と連通する第１
の開口と、前記操作部の外表面と略同一面かあるいは少なくとも前記外表面より突出して
設けられ、前記第２の送気管路と連通する第２の開口と、
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記第２の開口との連通を遮断するとともに少なくとも第２の開口と外気の連通を遮断する
第２の位置との間で移動可能であって、当該第１の位置にあるときに前記管路連通部と外
気とを連通可能とするリーク孔部を形成した閉塞部材と、

を備え、
　前記閉塞部材は、前記第１の位置にあって少なくとも前記第２の開口と外気とが連通さ
れる第１の状態と、前記第１の開口と前記第２の開口のみが連通される第２の状態と、前
記第２の位置にあって前記第１の開口と前記第２の開口との連通を遮断するとともに少な
くとも第２の開口と外気の連通を遮断する第３の状態をとり得る

前記挿入部先
端部に配設されたノズルと、前記操作部に配設され、前記ノズルの送気送水作用を制御す
る送気送水制御ボタンと、一端が前記ノズルと接続され、

し、他端が前記送気送水制御ボタンに接続される 一端が前記送気
送水制御ボタンに接続され、他端が 送水タンクに
連通され、前記送気送水制御ボタンの状態に応じて前記挿入部先端からの送水を可能とす
る送水管路と、を有し、前記送気送水制御ボタンは、

前記操作部に形成された、前記
第１の開口と前記第２の開口とを連通する管路連通部において、前記第１の開口と前記第
２の開口とを連通する第１の位置と前記第１の開口と前記第２の開口との連通を遮断する
とともに少なくとも第２の開口と外気の連通を遮断する第２の位置との間で移動可能であ
って、当該第１の位置にあるときに前記管路連通部と外気とを連通可能とするリーク孔部
を形成した閉塞部材と、を備え、前記閉塞部材は、前記第１の位置にあって少なくとも前



ことを特徴とする。
【０００６】
【実施例】
以下、図面を参照しながら本発明の実施例について述べる。
【０００７】
図１ないし図４は本発明の第１実施例に係わり、図１は内視鏡の管路構成を示す構成図、
図２は送気送水ボタンの構成を示す構成図、図３は送気送水口金と本体部との接続を説明
する説明図、図４は送気送水ボタンからの内視鏡の管路の洗浄を説明する説明図である。
【０００８】
図１に示すように、第１実施例の内視鏡は、管腔内に挿入する挿入部２と、この挿入部２
の基端側に設けられた操作部３と、この操作部３より延出し先端に接続コネクタ５を有す
るユニバーサルケーブル４とを備えて構成される。
【０００９】
前記接続コネクタ５は図示しない光源装置に接続され照明光が供給され、照明光は内視鏡
１内を送通する図示しないライトガイドにより挿入部２の先端に設けられた先端構成部６
の先端面より前方に照射される。照射された照明光の図示しない観察部位からの反射光は
、先端構成部６の先端に設けられた対物レンズ系７を介して固体撮像素子、例えば、ＣＣ
Ｄ８の撮像面に結像される。ＣＣＤ８に結像した像は光電変換されて電子回路からなる撮
像部９で信号処理された後、信号ケーブル１０に伝送される。信号ケーブル１０は内視鏡
内を挿通してコネクタ５を介して図示しない画像処理装置に接続され、観察部位の画像を
表示するようになっている。尚、ＣＣＤ８は、上記の図示しない画像処理装置内の駆動回
路により駆動される。
【００１０】
先端構成部６の先端には、前記対物レンズ系の入射面に向かって送気送水を行うノズル１
１が設けられており、このノズル１１は操作部３に設けられた送気送水ボタン１４の後述
する送気送水口金２１に連通した第１送気管路１２が接続されている。送気送水ボタン１
４の送気送水口金２１には、第１送気管路１２に隣接して第２送気管路１５が接続されて
おり、それぞれの開口部により連通している。第２送気管路１５は、ユニバーサルケーブ
ル４内を挿通しコネクタ５を介して図示しない光源装置の送気装置の送気口に連通してい
る。また、コネクタ５内では、送水タンク用管路１６が第２送気管路１５より分岐して送
水タンク１７に連通している。ここで、送水タンク用管路１６の先端には、図示しない光
源装置からの送気圧が所定の圧力より大きな圧力が加わらないと連通しないリリーフバル
ブ１８が設けられている。また、前記挿入部２内で前記第１送気管路１２より分岐した送
水管路１３が、挿入部２、操作部３及びユニバーサルケーブル４内を挿通し送水タンク１
７に連通して設けられており、この送水管路１３の開口部は送水タンク内の液体内に挿入
されている。
【００１１】
前記送気送水ボタン１４では、図２（ａ）に示すように、送気孔２２ａ、２２ｂを有する
送気送水口金２１と操作部３の内側に設けられた送気口金受け２０とで操作部３外装を挟
み込み、さらにビス２０ａにより螺合させて固着されている。送気送水ボタン１４の本体
部２４は、送気送水口金２１に着脱自在に設けられている。
【００１２】
即ち、図３に示すように、本体部２４の取付は、送気送水口金２１のフランジ部２１ａと
、本体部２４に設けられたフランジ部２１ａと同じ形状でやや大きめの嵌合部２４ａを嵌
合させ、本体部２４を９０°回転させることにより嵌合部２４ａとフランジ部２１ａを噛
み合わせ取り付けるようになっている。また、取り外しは、取付時の作業とは逆に本体部
２４を させることにより取り外しができるようになっている。

10

20

30

40

50

(3) JP 3636732 B2 2005.4.6

記第２の開口と外気とが連通される第１の状態と、前記第１の開口と前記第２の開口のみ
が連通される第２の状態と、前記第２の位置にあって前記第１の開口と前記第２の開口と
の連通を遮断するとともに少なくとも第２の開口と外気の連通を遮断する第３の状態をと
り得る

９０°回転



【００１３】
図２（ａ）に戻り、送気送水ボタン１４は、本体部２４、リーク孔２３を有したボタン部
２６、バネ２７、ボタン受け２５とから構成されており、即ち、本体部２４にバネ２７を
落とし込み、その上にボタン部２６をのせ、さらにその上にボタン受け２５をのせ、ボタ
ン受け２５を本体部２４に接着して構成する。その結果、ボタン部２６はバネ２７により
常に上方に保持されている。
【００１４】
また、前記第２送気管路１５は送気孔２２ａの操作部３内側の開口部に連通され、同様に
前記第１送気管路１２が送気孔２２ｂの操作部３内側の開口部に連通されている。この送
気孔２２ａ、２２ｂの外側の開口部のある送気送水口金２１の面は操作部３の外装より突
出し、さらに、この面は、ボタン部２６の平坦な底部により送気孔２２ａ、２２ｂを閉塞
できるように、

【００１５】
このように構成された内視鏡による本実施例の作用について説明する。
【００１６】
送気送水を行わないときは、図２（ａ）に示すように、図示しない光源装置から供給され
る空気は、第２送気管路１５を通り送気送水口金２１の送気孔２２ａを介して送気送水ボ
タン１４内に送られる。このときボタン部２６のリーク孔２３は閉じられていないので、
空気はこのリーク孔２３により外気にリークされ、送気孔２２ｂを介して第１送気管路１
２に送気されることはなく、したがって管腔内に送気されない。また、図１を参照すると
、第２送気管路１５から分岐した送水タンク用管路１６の先端のリリーフバルブ１８には
所定の圧力以上の送気圧がかからないので、リリーフバルブ１８は閉じたままとなり送水
タンク１７内の圧力に変化はなく、したがって送水管路１３を介して管腔内に送水されな
い。
【００１７】
また、送気時は、図２（ｂ）に示すように、第２送気管路１５を通り送気送水口金２１の
送気孔２２ａを介して送気送水ボタン１４内に送られた図示しない光源装置から供給され
る空気は、リーク孔２３の外気側を指等で塞ぐことにより、送気孔２２ｂを介して第１送
気管路１２に送られる。したがって、第１送気管路１２を介してノズル１１より管腔内に
送気される。一方、このときもリリーフバルブ１８には所定の圧力以上の送気圧がかから
ないので、リリーフバルブ１８は閉じたままとなり送水タンク１７内の圧力に変化はなく
、したがって送水管路１３を介して管腔内に送水されない（図１参照）。
【００１８】
次に、送水時について説明する。図２（ｃ）に示すように、リーク孔２３を塞いだ状態で
、ボタン部２６を送気送水口金２１に突き当たるまで押し込むことにより、送気孔２２ａ
、２２ｂはこのボタン部２６により閉塞される。このことにより、図１を参照して、第２
送水管路１５内の図示しない光源装置から供給される空気の圧力、つまり

の圧力が所定圧力より高くなるので、リリーフバルブ１８が開放される。この結
果送水タンク１７内は加圧され、送水タンク１７内の水は送水管路１３を介してノズル１
１より噴射され、対物レンズ系７の入射面が洗浄される。
【００１９】
次に第１送気管路１２及び第２送気管路１５等の洗浄について説明する。
【００２０】
図４に示すように、送気送水口金２１より本体部２４を取り外し、送気孔２２ａ、２２ｂ
のそれぞれの操作部３外側の開口にＯリング３３を介して取付口金３４を取り付ける。取
付口金３３一端側には洗浄チューブ３１、３２が取り付けられている。この洗浄チューブ
３１、３２より洗浄水を注入することにより第１送気管路１２及び第２送気管路１５、こ

10

20

30

40

50

(4) JP 3636732 B2 2005.4.6

送気送水口金２１のボタン部に対する面も平面になっている。尚、送気孔
２２ａ、２２ｂの開口面は操作部３に対してやや陥凹されて形成されていてもよく、又、
送気孔２２ａ，２２ｂが閉塞できれば外側の送気送水口金２１の面は必ずしも平坦である
必要はない。

送水タンク用管
路１６内



れら管路から分岐した管路を洗浄する。本実施令の内視鏡は、分岐管路も含め少ない管路
で構成しているので、管路全体を万遍なく洗浄することができる。尚、取付口金３４はＯ
リング３３を介して配設されるので、水漏れ等が生じることなく容易に洗浄を行うことが
できる。
【００２１】
以上説明したように本実施例の内視鏡によれば、送気送水ボタン１４を本体部２４、ボタ
ン部２６、バネ２７、ボタン受け２５の少ない部品で構成でき、低コスト化を図ることが
できる。その結果、このような送気送水ボタン１４を備えた操作部３を小型軽量に構成す
ることができ、操作性を向上させることができると共に、送気送水口金２１の外側面を操
作部３の外装より突出させ、さらに着脱自在に本体部２４を構成したので、本体部２４を
取り外すことにより送気送水ボタン１４内部を容易に洗浄することができる。
【００２２】
また、安価に送気送水ボタン１４を実現することができるので、使い捨ての送気送水ボタ
ンとすることができ、洗浄がより容易な内視鏡を得ることができる。
【００２３】
さらに、送気送水ボタン１４から本体部２４を簡単に取り外し内視鏡内の管路を洗浄する
ことができるので、管路の洗浄を容易に行うことができる。
【００２４】
次に第２実施例について説明する。図５は第２実施例に係る送気送水ボタンの構成を示す
構成図である。
【００２５】
第２実施例は第１実施例と殆ど同じであるので、異なる構成のみ説明し同一構成には同じ
符号を付け説明は省略する。
【００２６】
第２実施例の送気送水ボタンは、図５（ａ）に示すように、弾性部材により第１実施例の
本体部及びボタン部を一体化して構成したリーク孔４１ａを有する弾性ボタン部４１によ
り構成される。この弾性ボタン部４１は、第１実施例と同様な方法により操作部３に着脱
自在となっている。その他の構成は第１実施例と同じである。
【００２７】
第２実施例おいての、送気送水を行わない時（図５（ａ））の作用は第１実施例と同じで
あり、また、送気時（図５（ｂ））の作用についてもリーク孔４１ａを閉塞させることに
より第１実施例と同じ作用となるので説明は省略する。
【００２８】
第２実施例において、送水時の作用は、図５（ｃ）に示すように、弾性ボタン部４１を指
で変形させることにより送気孔２２ａ、２２ｂを閉塞させる。その他の作用は第１実施例
と同じである。
【００２９】
このように第２実施例によれば、第１実施例の効果に加え、送気送水ボタンが１つの弾性
ボタン部４１により構成されるので、さらに小型軽量で安価に、且つ、使い捨て化に適し
た送気送水ボタンを実現できる。
【００３０】
次に第３実施例について説明する。図６及び図７は第３実施例に係わり、図６は内視鏡の
管路構成を示す構成図、図７は送気送水ボタンの構成を示す構成図である。
【００３１】
図６に示すように第３実施例の内視鏡では、ノズル１１は操作部３に設けられた送気送水
ボタン５２の送気送水口金２１に連通した第１送気管路１２が接続されている。

の送気送水口金２１には、第１送気管路１２に隣接して第２送気管路５３が接
続されており、それぞれの開口部により連通している。第２送気管路５３は、ユニバーサ
ルケーブル４内を挿通しコネクタ５を介して送水タンク１７内に導かれる。一方送水タン
ク１７にはコネクタ５を介して図示しない光源装置の送気装置の送気口に連通している第
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３送気管路５５が配設されている。また、前記挿入部２内で前記第１送気管路１２より分
岐した第１送水管路５１が送気送水口金２１に連通しており、さらに送気送水口金２１に
は、第１送水管路５１に隣接して第２送水管路５４が接続されており、それぞれの開口部
により連通している。第２送水管路５４は、ユニバーサルケーブル４内を挿通しコネクタ
５を介して送水タンク１７内に導かれ開口部が送水タンク内の液体内に挿入されている。
【００３２】
送気送水ボタン５２の送気送水口金２１は、図７（ａ）に示すように、上面からみると、
送気孔２２ａ、２２ｂと、送水孔６１、６２がそれぞれ並設されており、送気孔２２ａ、
２２ｂの挿入部２側には突起したストッパ６９が設けられている。尚、送気孔２２ａには
第２送気管路５３が、送気孔２２ｂには第１送気管路１２が、また、送水孔６１には第２
送水管路５４が、送水孔６２には第１送水管路５１がそれぞれ連通している。
【００３３】
図７（ｂ）に示す送気送水ボタン５２の断面において、弾性ボタン部６５が第１実施例と
同様な方法により送気送水口金２１に着脱自在に取り付けられている。この弾性ボタン部
６５の中立位置を図７（ａ）の破線で示している。したがって第３実施例は第２実施例と
同様に送気送水ボタン５２は、１つの弾性ボタン部６５により構成される。この弾性ボタ
ン部６５は、送水孔６１、６２に対向した位置に内側より突起した送気送水分割部６６を
有しており、通常はこの送気送水分割部６６により送水孔６１、６２を閉塞していて、送
気送水分割部６６により図中右側に送水室６７が形成されている。また、送気送水分割部
６６により形成された送水室６７とは反対側の分割部にはリーク孔２３が設けられ、この
リーク孔２３の外側には押しつけ部６８が設けられている。 構成は第１実施例と
同じである。
【００３４】
このように構成された第３実施例の作用について説明する。
【００３５】
送気送水を行わないときは、図７（ｂ）に示すように、図示しない光源装置から供給され
る空気は、第３送気管路５５及び送水タンク１７を介して第２送気管路５３を通り送気送
水口金２１の送気孔２２ａを介して 内に送られる。このとき弾性ボタ
ン部６５のリーク孔２３は閉じられていないので、空気はこのリーク孔２３により外気に
リークされ、送気孔２２ｂを介して第１送気管路１２に送気されることはなく、したがっ
て管腔内に送気されない。また、送気送水分割部６６は送気送水口金２１を常に押圧して
いるので、空気は送水室６７に漏れることはない。
【００３６】
また、送気時は、図７（ｃ）に示すように、第２送気管路５３を通り送気送水口金２１の
送気孔２２ａを介して送気送水ボタン５２内に送られた図示しない光源装置から供給され
る空気は、リーク孔２３の外気側を指等で塞ぐことにより、送気孔２２ｂを介して第１送
気管路１２に送られる。したがって、第１送気管路１２を介してノズル１１より管腔内に
送気される。このときも、送気送水分割部６６は送気送水口金２１を常に押圧しているの
で、空気は送水室６７に漏れることはない。
【００３７】
次に、送水時について説明する。図７（ｄ）に示すように、リーク孔２３を塞いだ状態で
、弾性ボタン部６５を指で挿入部２側に押し込むことにより、弾性部材である弾性ボタン
部６５は傾き、それにともない送気送水分割部６６も挿入部２側に移動する。さらに、押
し続けると、やがて送気送水分割部６６はストッパ６９にあたって止まる。この状態が送
水状態であり、送水タンク１７に送られた空気は、送気孔２２ａ、２２ｂが送気送水分割
部６６により閉塞されているので、行き場を失った送水タンク１７内の空気は水面を加圧
する。このことにより、送水タンク１７内の水は第２送水管路５４、送水孔６１、６２、
第１送水管路５１を介してノズル１１から噴射される。尚、送気から送水状態に移る時も
、送気送水分割部６６は送気送水口金２１を常に押圧しているので、空気は送水室６７に
漏れることはない。
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【００３８】
このように、第３実施例ではコネクタ５内での管路の分岐を行わずに構成したので、第１
実施例の効果に加え、さらに洗浄性が向上する。
【００３９】
尚、ノズル１１は送水及び送気を併用して用いる構成としたが、送気用ノズル及び送水用
ノズルをそれぞれ別に設けるようにしてもよく、このことにより、挿入部内での分岐を必
要としないので、洗浄の際の管路抵抗の変化がなくなり、洗浄能力が一段と向上する。
【００４０】
また、上記各実施例における内視鏡を、撮像素子を備えた電子内視鏡を例に説明したが、
これに限らず、イメージガイド等により先端部より接眼部に観察像を伝送し観察する通常
の 良く、さらに、これら内視鏡は直視型あるいは側視型内視鏡でも良いことは
いうまでもない。
【００４１】
ところで、先端構成部６の先端面には、図８（ａ）に示すように、対物光学系７のほかに
図示しないライトガイドにより伝送された照明光を照射する照明窓７１と、処置具等を挿
入する挿入部２内を挿通する図示しないチャンネルの開口部７２が設けられている。Ａ－
Ａ’線断面である図８（ｂ）に示すように、ノズル１１には第１送気管路１２が接続され
ており、このノズル１１は樹脂でできたフード７６で押圧固定されている。また、フード
７６は先端構成部６の先端部本体７５にネジ嵌合している。さらに、ノズル１１と第１送
気管路１２の間にはゴムパッキン７８が設けられ第１送気管路１２の水密も十分に保たれ
ている。
【００４２】
以上のように、ノズル１１をフード７６を介して取り付けるように構成しているので、ノ
ズル１１が詰まった場合でも、使用者がフード７６を取り外すことによりノズル１１を簡
単に交換できると共に、ノズル１１単体で超音波洗浄を行うことができる。また、

の管路を洗浄する時に、ノズル１１を取り外すことにより、ノズル１１のオリフィス
がなくなり、洗浄液の流量が均一に且つ十分に流れるので洗浄性が向上する。
【００４３】
また、図９に示すように、ノズル１１をインサート部分にしてフード７６ａをゴムで形成
すれば、第１送気管路１２の水密用のゴムパッキンが必要なくなり、先端構成部６に対し
てフード７６ａの着脱が容易になる。
【００４４】
一方、先端構成部６の対物レンズ系７の結像位置に配置されるＣＣＤ８からの撮像信号は
図示しない信号処理部で信号処理され図示しないモニタで画像として表示される。このＣ
ＣＤ８は、図１０（ａ）に示すように、側面より導電体でできた電気接点８１が突出して
おり、セラミック基板８ａのＣＣＤ８が挿入される内面には電気接点８１と相対する位置
に電気接点受け８２が突出している。さらに、この電気接点受け８２はセラミック基板８
ａの裏側にあるリード８３へつながっている。電気接点８１を含むＣＣＤ８の幅Ｌ 1とセ
ラミック基板８ａの電気接点受けの幅Ｌ 2の関係は、Ｌ 1の方がＬ 2よりもやや長めになっ
ており、ＣＣＤ８がセラミック基板８ａに挿入されると各電気接点８１と電気接点受け８
２は必ず電気的に接続されることになる（図１０（ｂ））。この状態で、図１０（ｃ）（
図１０（ｂ）のＢ－Ｂ’線断面）に示すように、透明な接着剤８４をＣＣＤ８の受光部側
に充填し、この接着剤８４でセラミック基板８ａとカバーガラス８４を接着する。
【００４５】
このようにＣＣＤ８とセラミック基板８ａとの電気接点を側面に設けてＣＣＤのパッケー
ジングを行うことにより、ＣＣＤ８とセラミック基板８ａとのワイヤボンディングが廃止
でき、ＣＣＤパッケージの小型化が図れると共に、ワイヤボンディングより確実な配線が
可能となり、さらに気密性を十分保つことができる。
【００４６】
ところで、ＣＣＤ８の撮像信号に増幅等の前処理を行う電子回路を備えた撮像部９では、
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図１１（ａ）に示すように、多層基板９１が使用されている。多層基板９１には、ＩＣチ
ップ９２が接着されており、多層基板９１に設けられたパターン９３のボンディングパッ
ドとＩＣチップ９２のボンディングパッドとはボンディングワイヤ９４によりワイヤボン
ディングされ電気的に接続されている。さらに、図１１（ｂ）（図１１（ａ）のＣ－Ｃ’
線断面）に示すように多層基板９１の第１層９１ａには、打ち抜きにより溝部９５が形成
されており、ＩＣチップ９２、ボンディングワイヤ９４、溝部９５を覆うように封止樹脂
９６が充填されている。
【００４７】
以上のように撮像部９が構成されているので、 の先端構成部６の細径化、硬質部
長の短縮化のため極限まで小さくなった多層基板９１においても、多層基板９１に溝部９
５を設けることにより、多層基板９１と封止樹脂９６の接着面積を増加させ接着強度を増
加させることができるので、多層基板９１のリードと例えばＣＣＤ８のセラミック基板８
ａのリード８３との半田付けによる熱、ＴＨＢ試験やガス滅菌等による封止樹脂９６の剥
離耐性を向上させることができる。尚、基板は多層基板である必要はなく、単層基板にレ
ーザ加工を施して溝部を形成しても良い。
【００４８】
一方、 が湾曲部２ａと軟性部２ｂとからなり、湾曲部２ａの先端に先端構成部６
が構成される内視鏡の撮像部においては、図１２（ａ）に示すように、ＣＣＤ８のセラミ
ック基板８ａのリード８３にフレキシブルな回路用基板１０１と配線用基板１０２が接続
される。回路用基板１０１にはＩＣチップ９２とコンデンサ１０４があり、ＩＣチップ９
２は封止樹脂９６により封止される。回路用基板１０１と配線用基板１０２は信号ケーブ
ル１０６に接続され、この信号ケーブル１０６はケーブル受け１０５を介して
を挿通しコネクタ５より図示しない電気コネクタ部に接続される。この電気コネクタを図
示しない信号処理部に接続することにより画像を得ることができる。ここで、信号ケーブ
ル１０６はケーブル受け１０５に固定されていない。
【００４９】
ＣＣＤ８及びセラミック基板８ａからなるＣＣＤ部の回りにはシールドカバー１１０があ
り、撮像部８の硬質部を構成している。このシールドカバー１１０内部セラミック基板８
ａの背面には充填剤１０３が充填されている。そして、湾曲部２ａの外部は伸縮自在な保
護チューブ１００で覆われている。
【００５０】
以上のように撮像部を構成すると、図１２（ｂ）に示すように、回路用基板１０１と配線
用基板１０２がフレキシブルで保護チューブ１００が伸縮自在であるので、撮像部８自体
に可撓性があり湾曲部２ａは湾曲可能となる。したがって、ＣＣＤ８のリード８３に接続
される各基板をフレキシブルにすることにより、撮像部８が湾曲部２ａにかかっていても
、撮像部８自体が曲がることができるので、撮像部８にこだわることなく、内視鏡２の先
端構成部６の硬質部を短くすることができる。
【００５１】
ここで、先端構成部６の硬質部を短くする変形例としての撮像部８について説明する。図
１３に示すように、ＣＣＤ８のセラミック基板８ａのリード８３と信号ケーブル１０６と
を、ＩＣチップ９２及びコンデンサ１０４をフリップチップボンディングすることにより
電気的に接続すると共に、リード８３と信号ケーブル１０６とを直接接続する。これらの
電気回路を保護するためにシールドカバー１１０が設けられ、そらにその内部には

が充填され、また、シールドカバー１１０の外側は保護チューブ１００によって覆
われている。
【００５２】
したがって、ＣＣＤ８のリード８３と信号ケーブル１０６とをＩＣチップ９２及びコンデ
ンサ１０４に直接接続することにより撮像部の硬質部長は短くなり、よって先端構成部６
の硬質部を短くすることが可能となる。
【００５３】
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【発明の効果】
以上説明したように本発明の内視鏡によれば、管路連通部材の閉塞位置は、操作部の外表
面と同一面かあるいは少なくとも外表面より突出しているので、送気送水機構を簡単な構
造で実現し、洗浄性を向上させることができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施例に係る内視鏡の管路構成を示す構成図
【図２】図１の送気送水ボタンの構成を示す構成図
【図３】図２の送気送水口金と本体部との接続を説明する説明図
【図４】図２の送気送水ボタンからの内視鏡の管路の洗浄を説明する説明図
【図５】第２実施例に係る送気送水ボタンの構成を示す構成図
【図６】第３実施例に係る内視鏡の管路構成を示す構成図
【図７】図６の送気送水ボタンの構成を示す構成図
【図８】先端構成部の構成を示す断面図
【図９】先端構成部の変形例の構成を示す断面図
【図１０】ＣＣＤとセラミック基板とのパッケージを説明する説明図
【図１１】撮像部の基板構成を示す構成図
【図１２】撮像部の電気回路部の構成を示す構成図
【図１３】撮像部の電気回路部の変形例の構成を示す構成図
【符号の説明】
１…内視鏡
２…挿入部
３…操作部
１２…第１送気管路
１３…送水管路
１４…送気送水ボタン
１５…第２送気管路
１６…第３送気管路
１７…送水タンク
２０…送気口金受け
２１…送気送水口金
２２ａ、２２ｂ…送気孔
２３…リーク孔
２４…本体部
２５…ボタン受け
２６…ボタン部
２７…バネ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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